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熊
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前
に
建
築
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
倒
壊
等
の
被

害
が
見
ら
れ
た
」と
し
て
、「
２
０
０
０
年
以
前
の

既
存
の
木
造
住
宅
を
中
心
に
、
リ
フ
ォ
ー
ム
等

の
機
会
を
と
ら
え
、
同
年
に
明
確
化
し
た
仕
様

に
照
ら
し
て
、
接
合
部
等
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
を
推
奨
」と
し
、「
新
耐
震
基
準
の
木
造
住
宅

の
耐
震
性
能
検
証
法
」を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

す
な
わ
ち
、
２
０
０
０
年
以
前
の
建
物
は
耐

震
診
断
を
行
い
、
耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
に

は
耐
震
補
強
し
な
さ
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

●
熊
本
地
震
で
倒
壊
し
な
か
っ
た
建
物

　

２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
耐
震
等
級

３（
品
確
法
の
性
能
表
示
制
度
に
よ
る
。
建
築
基

準
法
の
１
・
５
倍
の
耐
震
性
能
を
有
す
る
こ
と
を

表
示
し
て
い
る
。）の
建
物
に
は
倒
壊
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
制

振
ダ
ン
パ
ー
を
設
置
し
た
建
物
に
は
倒
壊
が
無

か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
目
視
で
確

認
で
き
る
損
傷
も
一
切
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
う
い
っ
た
状
況
下
で
、
熊
本
で
は「
制
振
ダ

ン
パ
ー
」と
い
う
言
葉
を
一
般
の
方
々
も
利
用
し

て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、各
住
宅
メ
ー

カ
ー
で
は「
制
振
ダ
ン
パ
ー
」を
標
準
と
し
た
仕

様
の
建
物
を
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
し
て
い
る
と
聞
い

て
い
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

現
在
、
制
振
構
造
の
評
価
方
法
や
設
計
方
法

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
が
、
一
般
の

住
ま
い
手
は
耐
震
構
造
だ
け
で
は
不
安
を
感
じ

て
い
て
、
制
振
構
造
の
重
要
性
を
実
感
し
始
め

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

●
熊
本
地
震
で
の
被
災
状
況

　

熊
本
地
震
に
よ
る
益
城
町
建
物
の
被
災
状
況

を
図
１
に
示
し
ま
す
。
１
９
８
１
年
以
前
の
旧

耐
震
基
準
の
建
物
の
内
、
約
１
／
３
の
建
物
が

倒
壊
し
、
95
％
の
建
物
が
何
ら
か
の
損
傷
を
生

●
は
じ
め
に

　
未
曾
有
の
大
規
模
地
震
災
害
を
引
き
起
こ
し

た
平
成
28
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
で
、

熊
本
県
益
城
町
で
は
最
大
震
度
７
が
２
回
、
６

弱
が
１
回
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
大
地
震
が
複

数
回
生
じ
る
こ
と
は
、
建
築
基
準
法
で
の
要
求

性
能
と
し
て
は
想
定
範
囲
を
超
え
る
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

建
築
基
準
法
で
想
定
し
て
い
る
建
物
へ
の
要

求
性
能
は
、
中
地
震（
震
度
５
弱
程
度
）に
対
し

て
損
傷
防
止
、
大
地
震（
震
度
６
強
程
度
）に
対

し
て
倒
壊
防
止
で
す
。
損
傷
防
止
は
、
建
物
の

損
傷
を
防
止
す
る
性
能
で
す
の
で
、
地
震
後
の

建
物
の
継
続
使
用
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
倒
壊
防
止
は
、
建
物
の
倒
壊
を
防
止
す
る

性
能
の
た
め
、
地
震
後
の
建
物
の
継
続
使
用
を

想
定
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
熊
本
地
震
の
よ
う
に
複
数
回
の
大

地
震
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
、
損
傷
が
累
積
さ

れ
て
建
物
の
性
能
が
低
下
す
る
こ
と
、
な
ど
が

現
実
に
は
生
じ
て
い
ま
す
。

じ
て
い
ま
す
。
こ
の
旧
耐
震
基
準
の
建
物
は
、

す
で
に
兵
庫
県
南
部
地
震（
１
９
９
５
年
）の
被

災
状
況
か
ら
も
耐
震
性
能
に
問
題
あ
り
と
報
告

さ
れ
て
お
り
、
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
き

て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
以
前
の
新
耐
震
基
準
の
建
物
の

内
、
約
１
割
の
建
物
は
倒
壊
し
、
８
割
の
建
物

が
何
ら
か
の
損
傷
を
生
じ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
以
後
の
建
物
の
内
、
３
％
が
倒

壊
し
、
45
％
の
建
物
が
何
ら
か
の
損
傷
を
生
じ

て
い
ま
す
。

●
現
在
の
耐
震
性
に
関
す
る
動
向

　

あ
ま
り
一
般
の
方
に
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

実
は
こ
の
２
０
０
０
年
に
木
造
建
築
の
構
造
的

な
規
定
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
主

な
も
の
は
、
①
耐
力
壁
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
の
定

量
化
、
②
柱
頭
柱
脚
接
合
部
の
定
量
化
、
③
地

盤
の
強
さ
に
応
じ
た
基
礎
形
式
の
選
定
、
な
ど

に
な
り
ま
す
。

　

今
年
５
月
に
国
土
交
通
省
は
、「
新
耐
震
基
準

の
在
来
軸
組
構
法
の
木
造
住
宅
の
う
ち
、
接
合

部
等
の
規
定
が
明
確
化
さ
れ
た
２
０
０
０
年
以

熊本地震・益城町建物被害（1955棟）
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100%　5棟
（※地盤変動により被災した住宅は除く）
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～1981.05

【新耐震基準】
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そそのの内内

図１　平成 28年熊本地震による益城町建物の被災状況
（日本建築学会の報告に小原の調査結果を追記）

川辺町おおぞら教室
岐阜県加茂郡川辺町中川辺１５３７番地１

木造化
木の香る
ぎふの施設

58

施設の経緯
　平成29年３月に竣工しました「川辺町おおぞら教室」は、こ
とばや発達に支援が必要なお子さんに対して、通所による個
別・集団指導を行う児童発達支援施設です。
　おおぞら教室の名称は、「おおぞらにおおきくはばたける
よ」という意味や、子どもたちのこれからの歩みに、たくさんの
幸せが訪れることを願って命名しました。

ここに注目！！
●構造材、内装材にスギ、ヒノキを使用し、木のぬくもり
の感じられる温かみのある施設です。

利用者の様子
●木に囲まれた教室で元気いっぱいのびのびと活動していま
す。

施設概要

事業主体 川辺町

事業年度 平成28年度

構造・
延床面積

木造１階建て
延べ床面積334.8㎡

施設用途 児童福祉施設

木材使用量
使用樹種

96.5m3（うち県産材使用量　77.4m3）
主な使用樹種　スギ、ヒノキ

木の香る快適な教育施設整備事業
5,678千円

全体事業費 99,090千円

設計工房  古山

助 成 額

設 計 者

株式会社市川工務店施工業者

平成28年6月17日～平成29年1月31日工　　期

施設全景

■問い合わせ先
　川辺町おおぞら教室
　ＴＥＬ　0574－52－0021
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